
令
和
６
年

春
季
俳
句
講
座

「第
一
句
集
を
読
む
ー
師
系
を
超
え
て
（７
）」

★

第
4
回

仁
平

勝

『鳥
子
』
攝
津

幸
彦

「俳
句
的
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
離
れ
て
」

攝
津
幸
彦
の
俳
句
が
「難
解
」と
い
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
一
般

に
「俳
句
的
」と
い
わ
れ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
か
ら
だ
。

と
す
れ
ば
「難
解
」な
作
品
を
読
む
に
は
、
ま
ず
、
そ
う
し
た
パ
ラ
ダ

イ
ム
を
離
れ
る
必
要
が
あ
る
。

動
画
配
信
日
時

５
月
７
日(

火)

10
時
よ
り



仁
平

勝
（に
ひ
ら
・ま
さ
る
）

一
九
四
九
年
生
れ
。
一
九
八
〇
年
に
自
己
流
で
俳
句
を
つ
く
り
、
第
一
句
集

『花
盗
人
』
（私
家
版
）
を
上
梓
。
「豈
」
「未
定
」
「俳
句
評
論
」（準
同
人
）

「船
団
」
「件
」
「魚
座
」（今
井
杏
太
郎
に
師
事
）を
経
て
、
現
在

「ト
イ
」に
所
属
。

『花
盗
人
』以
後
の
著
書
は
左
記
の
通
り
。

一
九
八
六
年

『詩
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（冨
岡
書
房
）

一
九
八
九
年

『虚
子
の
近
代
』（弘
栄
堂
書
店
）

『江
川
卓
の
抵
抗
と
挑
戦―

正
義
に
克
つ
』（北
宋
社
）

一
九
九
一
年

『秋
の
暮
』（沖
積
舎
）

一
九
九
三
年

句
集
『東
京
物
語
』（弘
栄
堂
書
店
）

一
九
九
六
年

『俳
句
が
文
学
に
な
る
と
き
』（五
柳
書
院
）＊
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞

二
〇
〇
〇
年

『俳
句
を
つ
く
ろ
う
』（講
談
社
）

二
〇
〇
二
年

『俳
句
の
モ
ダ
ン
』（五
柳
書
院
）＊
山
本
健
吉
文
学
賞

『日
本
の
四
季

旬
の
一
句
』（講
談
社
）坪
内
稔
典
、
細
谷
亮
太
と
の
共
著

二
〇
〇
三
年

『加
藤
郁
乎
論
』（沖
積
舎
）

二
〇
〇
四
年

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『セ
レ
ク
シ
ョ
ン
俳
人
18

仁
平
勝
集
』
（邑
書
林
）

二
〇
〇
六
年

『俳
句
の
射
程
』（富
士
見
書
房
）＊
加
藤
郁
乎
賞
、
俳
人
協
会
評
論
賞

二
〇
一
〇
年

『虚
子
の
読
み
方
』（沖
積
舎
）

句
集
『黄
金
の
街
』（ふ
ら
ん
す
堂
）

二
〇
一
四
年

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『仁
平
勝
句
集
』（ふ
ら
ん
す
堂
）

二
〇
一
八
年

『シ
リ
ー
ズ
自
句
自
解

ベ
ス
ト
一
〇
〇

仁
平
勝
』（ふ
ら
ん
す
堂
）

二
〇
二
二
年

『永
田
耕
衣
の
百
句
』（ふ
ら
ん
す
堂
）

二
〇
二
三
年

句
集
『デ
ル
ボ
ー
の
人
』（ふ
ら
ん
す
堂
）

Ⅱ



攝
津
幸
彦

『鳥
子
』

■

攝
津
幸
彦
（一
九
四
七
年
～
九
六
年
）、
『鳥
子
』
上
梓
ま
で
の
俳
歴

関
西
学
院
大
学
在
学
中
、
母
（
摂
津
よ
し
子
）
が
所
属
し
て
い
た
「
青

玄
」(

伊
丹
三
樹
彦
主
宰
）
の
縁
で
伊
丹
啓
子
か
ら
誘
い
を
受
け
、
「
関

学
俳
句
会
」
の
創
立
に
参
加
。
「
青
玄
」
の
句
会
お
よ
び
全
国
学
生
俳
句

連
盟
で
知
り
合
っ
た
坪
内
捻
典
、
澤
好
摩
ら
と
同
人
誌
「
日
時
計
」
を
創

刊(

一
九
六
九
年
）
。
大
学
卒
業
後
、
澤
好
摩
に
促
さ
れ
て
「
俳
句
研
究
」

の
五
十
句
競
作(

高
柳
重
信
選
）
に
応
募
し
、
第
一
回
か
ら
第
三
回
ま
で

連
続
し
て
佳
作
第
一
席
と
な
る
（
一
九
七
三
年
～
七
五
年
）
。
「
日
時

計
」
終
刊
後
、
坪
内
ら
と
同
人
誌
「
黄
金
海
岸
」
を
創
刊
（
一
九
七
四
年
）
。

■

『鳥
子
』
（一
九
七
六
年
、
ぬ
書
房
）の
概
要

著
者
二
十
九
歳
の
第
一
句
集
。
一
九
七
〇
年
～
七
五
年
の
二
百
六
十

句
。
「日
時
計
」
発
表
の
作
品
と
「俳
句
研
究
」
五
十
句
競
作
の
作
品
が
中

心
。
但
し
、
七
四
年
の
「
日
時
計
」
第
十
三
号
（
終
刊
号
）
か
ら
同
年
創
刊

の
「
黄
金
海
岸
」
（
翌
年
に
四
号
で
終
刊
）
に
か
け
て
連
載
し
た
「
与
野
情

話
」
は
、
翌
七
七
年
に
第
二
句
集
『
與
野
情
話
』
（
沖
積
舎
）
と
し
て
別
途

に
上
梓
。

『
鳥
子
』
に
先
行
し
て
、
日
時
計
俳
句
叢
書
第
四
巻
『
姉
に
ア
ネ
モ
ネ
』

（
一
九
七
三
年
、
青
銅
社
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
製
本
さ
れ
て
い
な
い
五

十
句
の
書
き
下
し
で
、
そ
こ
か
ら
抜
粋
（
一
部
改
変
）
し
た
四
十
句
が

『鳥
子
』に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

＊

「
お
そ
ら
く
、
摂
津
幸
彦
は
、
ま
だ
十
分
に
は
喋
り
慣
れ
た
り
書
き
慣
れ

た
り
し
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
不
慣
れ
な
も
ど
か
し
さ
の
よ
う

な
も
の
を
、
い
ち
早
く
安
直
に
抜
け
出
し
て
し
ま
お
う
な
ど
と
は
少
し

も
思
わ
ず
に
、
新
し
く
何
か
が
見
え
て
く
れ
ば
、
同
時
に
何
か
が
見
え

な
く
な
る
と
い
う
面
倒
な
道
程
を
、
辛
抱
づ
よ
く
一
歩
一
歩
と
歩
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
」

「
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
作
品
に
現
実
に
出
会
う
ま
で
は
、
こ
れ

ほ
ど
俳
句
的
な
俳
句
が
、
こ
ん
な
非
俳
句
的
な
環
境
と
思
わ
れ
た
と
こ

ろ
に
存
在
し
得
る
な
ど
と
は
、
よ
も
や
誰
も
想
像
し
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
／
し
か
し
、
本
当
に
す
ぐ
れ
た
俳
人
は
、
た
だ
一
人
の
例
外
も
な

く
、
そ
の
と
き
ど
き
の
俳
句
形
式
に
と
っ
て
予
想
外
の
と
こ
ろ
か
ら
、
ま

さ
に
新
し
く
俳
句
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
つ
も
突
然
に
登
場
し

て
来
た
の
で
あ
る
。
」

（高
柳
重
信
「『鳥
子
』
序
」
）



■
「俳
句
的
」と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
離
れ
て

「僕
は
一
九
七
〇
年
に
学
校
を
卒
業
し
た
わ
け
で
す
よ
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
み
た
い
な
あ
の
時
代
っ
て
い
う
の
は
、
今
ま
で
も
こ
れ

か
ら
も
な
い
ね
。
今
か
ら
思
え
ば
非
常
に
素
人
っ
ぽ
い
わ
け
だ
け
れ
ど
、
暗

黒
舞
踏
と
か
、
寺
山
修
司
の
天
井
桟
敷
と
か
、
唐
十
郎
と
か
、
あ
る
い
は
映

画
も
い
ろ
い
ろ
、
ヌ
ー
ベ
ル
バ
ー
グ
で
す
か
、
吉
田
喜
重
と
か
大
島
渚
と
か
、

そ
う
い
う
人
が
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
、
（
中
略
）
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
俳

句
を
は
じ
め
た
わ
け
で
す
。
」

（一
九
九
六
年
「『恒
信
風
』イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」、
『俳
句
幻
景
』所
収
」）

「
今
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
再
び
読
み
返
し
て
み
て
、
こ
の
最
短
定
型
詩
型
な

る
俳
句
形
式
の
中
に
塗
り
込
め
ら
れ
た
数
多
く
の
言
葉
が
、
果
し
て
何
を
意

味
し
、
遂
に
何
を
意
味
し
な
か
っ
た
の
か
に
想
い
を
馳
せ
る
時
、
言
葉
と
ほ

と
ん
ど
同
時
的
に
存
在
し
て
し
ま
う
意
味
な
る
も
の
に
不
快
を
覚
え
て
し
ま

う
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
。
」

（『鳥
子
』後
記
）

＊

攝
津
幸
彦
の
俳
句
は
、
言
葉
の
取
合
せ
で
あ
る
。
物
の
取
合
せ
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
二
物
衝
撃
」
で
は
な
い
し
、
一
物
仕
立
で
も
な
い
。

ま
た
、
か
つ
て
の
「
前
衛
俳
句
」
の
よ
う
に
、
個
々
の
言
葉
が
あ
ら
か
じ
め
何

か
の
比
喩
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
取
り
合
わ
さ
れ
た
言
葉
が
、
五

七
五
と
い
う
定
型
の
語
法
に
よ
っ
て
〈俳
句
的
喩
〉を
生
む
。

■

『鳥
子
』の
作
品―

―

五
十
句
競
作
以
前

「流
体
力
学
」「Ｈ
＆
Ｒ
」（一
九
七
〇
年
、
「日
時
計
」第
七
号
、
他
）

み
だ
れ
髪

寒
満
月
の

後
始
末

人
肌
を
む
す
ぶ
め
ね
じ
の
か
を
る
な
り

花
嫁
の
ご
と
く
渚
に
跨
が
る
や

軍
人
を
く
は
へ
し
姉
の
霞
む
な
り

亡
母
ま
だ
ま
ひ
る
の
葱
を
刻
む
な
り

「姉
に
あ
ね
も
ね
」（『姉
に
ア
ネ
モ
ネ
』
よ
り
抜
粋
）

姉
に
あ
ね
も
ね
一
行
二
句
の
毛
は
成
り
ぬ

あ
ぶ
ら
屋
の
三
女
の
顔
を
濡
ら
し
て
婚

喉
元
を
過
ぎ
て
四
谷
の
椿
か
な

み
づ
い
ろ
や
つ
ひ
に
立
た
ざ
る
夢
の
肉

く
じ
ら
じ
ゃ
く
な
ま
温
か
き
愛
の
際



■
『鳥
子
』の
作
品―

―

五
十
句
競
作
以
後

「頌
歌
」（一
九
七
三
年
、
第
一
回
五
十
句
競
作
・佳
作
第
一
席
「亡
父
あ
る
ひ
は

あ
ひ
る
の
為
の
頌
歌
」）

鬼
あ
ざ
み
鬼
の
み
風
に
吹
か
れ
を
り

昼
顔
を
洗
ひ
な
ほ
し
て
を
と
こ
発
つ

出
る
釘
の
頭
に
亡
父
を
養
へ
り

永
き
日
の
蠅
取
り
紙
の
上
下
か
な

舟
燃
え
て
あ
ひ
る
ぐ
ん
ぐ
ん
秋
と
な
る

足
洗
ふ
春
野
に
銭
を
忘
れ
け
り

南
浦
和
の
ダ
リ
ヤ
を
仮
の
あ
は
れ
と
す

曇
天
に
紛
れ
て
針
を
買
ひ
わ
す
る

「幻
景
」（一
九
七
四
年
、
「皇
国
前
衛
歌
」お
よ
び
第
二
回
五
十
句
競
作
・佳
作

第
一
席
「鳥
子
幻
景
」）

送
る
万
歳
死
ぬ
る
万
歳
夜
も
円
舞
曲

若
ざ
く
ら
濡
れ
つ
つ
あ
り
ぬ
八
紘

満
蒙
や
死
と
か
け
解
け
ぬ
春
の
雪

丈
夫
や
マ
ニ
ラ
に
遠
き
波
枕

幾
千
代
も
散
る
は
美
し
明
日
は
三
越

皇
国
花
火
の
夜
も
英
霊
前
を
向
き

南
国
に
死
し
て
御
恩
の
み
な
み
か
ぜ

皇
国
や
左
手
の
ご
と
く
旗
す
す
き

は
る
ば
る
と
死
す
チ
チ
ハ
ル
に
大
夕
陽

蜿
蜒
と
炎
々
と
蟻
只
今
旅
順

「幸
彦
は
こ
よ
な
く
軍
歌
を
愛
し
た
。
戦
争
を
体
験
し
た
大
人
た
ち
が
、

そ
の
戦
争
を
憎
み
な
が
ら
も
、
軍
歌
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
そ

の
体
験
を
美
化
し
て
い
く
。
幸
彦
は
そ
こ
に
、
戦
中
派
の
男
た
ち
の
哀
し

み
を
見
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
『父
よ
あ
な
た
は
強
か
っ
た
』は
、
カ
ラ

オ
ケ
で
歌
う
幸
彦
の
十
八
番
だ
っ
た
が
、
軍
歌
は
そ
の
ま
ま

『父
』
と
い

う
存
在
の
哀
し
み
で
も
あ
る
。
幸
彦
が
登
場
さ
せ
る
『亡
父
』と
は
、
『兜

も
焦
げ
る
炎
熱
を
敵
の
屍
と
と
も
に
寝
て
』戦
っ
た
無
数
の
『父
』
だ
と

い
っ
て
い
い
。
」

（仁
平
勝
「ビ
ギ
ニ
ン
グ
・ア
ン
ド
・ジ
・エ
ン
ド
」、
『露
地
裏
の
散
歩
者
』所
収
）

こ
う
こ
く

ワ

ル

ツ

あ
め
の
し
た

み

く

に

ま
す
ら
を

ゆ

ん

で



「逍
遥
」（一
九
七
五
年
、
第
三
回
五
十
句
競
作
・佳
作
第
一
席
「鳥
子
逍
遥
」）

万
巻
の
書
は
庫
に
あ
り
鳥
渡
る

馬
上
よ
り
淋
し
く
一
人
静
か
な

大
辞
典
亡
父
は
桜
さ
く
ら
か
な

友
の
瞳
に
友
映
り
ゐ
て
二
階
か
な

昼
顔
や
わ
が
兄
は
ま
た
舟
に
乗
り

良
夜
の
ま
だ
う
ら
わ
か
き
鞄
か
な

白
地
着
て
流
る
る
頃
を
流
れ
け
り

蛍
雪
や
近
江
の
春
を
読
み
遺
し

□

補
説

「僕
の
場
合
、
初
学
の
時
代
、
い
ち
ば
ん
よ
く
真
似
た
の
は
赤
尾
兜
子
、

あ
と
河
原
枇
杷
男
で
す
ね
。
真
似
る
の
を
あ
き
ら
め
た
の
が
加
藤
郁
乎
と

高
柳
重
信
。
」

（「『恒
信
風
』イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」）

赤
尾
兜
子

鉄
階
に
い
る
蜘
蛛
智
慧
を
か
が
や
か
す

音
楽
漂
う
岸
侵
し
ゆ
く
蛇
の
飢

広
場
に
裂
け
た
木
塩
の
ま
わ
り
に
塩
軋
み

戦
ど
こ
か
に
深
夜
水
の
む
嬰
児
立
つ

大
雷
雨
鬱
王
と
会
う
あ
さ
の
夢

河
原
枇
杷
男

手
に
も
て
ば
手
の
蓮
に
來
る
夕
か
な

身
の
中
の
真
つ
暗
が
り
の
螢
狩

外
套
や
こ
こ
ろ
の
鳥
は
撃
た
れ
し
ま
ま

薄
氷
笑
ふ
に
堪
へ
て
物
は
在
り

秋
か
ぜ
や
耳
を
覆
へ
ば
耳
の
声

あ
た
ら
よ
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